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目は
じ
あ
に

一
、
典
薬
寮
の
学
制

二
、
医
療
の
成
立

三
、
平
安
時
代
の
医
象
の
実
状

四
、
医
療
の
叙
説

五
、
医
書
の
訓
読

ま
と
め

は
じ
め
に

平
安
鎌
倉
時
代
の
漠
籍
の
訓
読
に
お
け
る
博
士
家
各
家
の
家
学
の
存
在
と
そ

の
具
体
的
な
訓
読
の
様
相
と
は
、
従
来
、
先
学
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

注
1

て
来
た
。
そ
ケ
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
医
書
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
明

注
〇
一

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
医
古
の
訓
読
に
つ
い
て
、
医
家
各
家
に

お
け
る
家
学
▼
の
存
在
と
、
そ
の
具
体
的
内
容
の
一
端
と
に
言
究
し
よ
う
と
考
え

る
。

l
、
典
薬
寮
の
学
制

平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
制
度
面
で
官
医
制
度
は
前
代
に
制
定
さ
れ
た
令
に

ょ
っ
て
基
本
的
に
は
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
時
代
に
入

っ
て
か
ら
、
令
の
規
定
は
、
延
亭
式
等
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
が
、
部
分
的
な

改
変
で
あ
っ
て
、
根
本
的
に
は
、
令
の
定
め
る
所
に
従
っ
た
も
の
ら
し
い
。
官

医
制
度
に
あ
っ
て
、
専
ら
学
問
的
活
動
を
担
っ
て
い
た
の
は
典
薬
寮
で
、
こ
の

注
3

典
薬
寮
に
お
け
る
制
度
に
つ
い
て
医
疾
令
を
見
る
と
、
医
生
・
針
生
は
、
そ
れ

ぞ
れ
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
黄
帝
甲
乙
経
・
脈
経
・

神
農
本
革
・
小
品
方
・
柴
崎
方
・
黄
帝
素
問
経
・
黄
帝
鍼
経
・
黄
帝
内
経
明

堂
・
脈
決
・
流
注
経
・
侶
側
図
・
赤
鳥
神
針
経
等
を
定
め
て
い
る
。
又
、
′
医

生
・
針
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
習
っ
た
所
に
従
っ
て
古
方
を
抄
出
し
、
そ
れ
を
謁
す
る

よ
う
定
め
ら
れ
、
又
、
本
革
・
素
問
・
黄
帝
針
経
・
甲
乙
経
を
教
習
し
た
な
ら

ば
、
医
博
士
・
針
博
士
は
、
全
て
、
文
に
伐
て
講
説
す
べ
き
旨
を
定
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
講
説
に
あ
た
っ
て
は
、
五
経
を
講
ず
る
と
同
じ
よ
う
に
せ
よ
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
医
書
の
講
説
が
、
五
経
と
同
様
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
基
本
的
に
、
医
書
の
書
物
の
学
習
に
お
け
る
方
法
は
、
学
令
に
定
め
ら

れ
た
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
、
大
学
寮
に
行
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
形
態
が
取
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

令
の
規
定
に
対
す
る
改
変
は
、
あ
る
程
度
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
根
幹
は
や
は

り
令
に
よ
っ
た
も
の
で
、
延
亭
式
に
よ
る
改
変
も
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
の
改



変
で
は
重
く
、
・
l
部
の
修
正
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
延
喜
式
に
定

め
ら
れ
た
医
生
の
学
習
す
べ
き
書
は
、
太
素
経
・
新
修
本
革
・
小
品
方
・
黄
帝

内
経
明
堂
・
八
十
一
難
経
・
蘇
敬
新
修
本
草
等
の
昏
名
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
、
時
代
の
変
化
と
薬
に
、
典
薬
寮
に
お
け
る
習
得
す
べ
き
基
本
書
も
部
分
的

に
は
変
化
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
医
家
の
成
立

公
的
な
医
学
の
学
問
的
な
活
動
は
、
主
と
し
て
典
薬
寮
の
担
う
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
典
薬
寮
に
お
け
る
要
職
の
相
伝
は
、
家
学
の
発
生
と
結

び
つ
き
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
新
加
別
記
第
二
十
六
」
に

所
載
の
「
典
薬
頭
補
任
次
第
」
に
よ
る
と
、
天
暦
十
一
年
（
九
五
七
）
正
月
に

和
気
時
雨
が
典
薬
頭
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
専
ら
丹
波
、
和
気
両
家
の
人
物
が

任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
他
家
の
人
物
で
は
、
茨
田
滋
秀
が
長
徳
四
年
（
九
九
八
）

八
月
に
、
菅
原
典
雅
が
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
四
月
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
官
医
界
で
は
、
典
薬
寮
と
共
に
、
勢
力
を
有
し
た
も
の
に
施
薬
院

が
あ
る
が
、
「
典
薬
頭
栢
任
次
第
」
に
混
入
し
て
い
る
「
施
薬
院
使
補
任
次

第
」
を
見
る
と
、
記
事
は
、
康
治
三
年
（
一
一
四
四
）
二
月
十
三
日
の
丹
波
重

戌
の
補
任
に
始
ま
る
が
、
元
弘
元
年
（
二
三
三
一
）
十
月
五
日
に
和
気
仲
戌
が

補
任
さ
れ
る
ま
で
、
建
保
六
年
（
一
二
一
八
）
四
月
九
日
に
和
気
長
成
が
任
ぜ

ら
れ
た
以
外
は
、
す
べ
て
丹
波
家
の
人
物
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
に
お
け
る
典
薬
頭
・
施
薬
院
使
が
、
医
道
に
お
け
る
重
職
で
あ
っ

た
こ
と
は
、
「
官
職
秘
抄
」
・
「
職
原
抄
」
・
「
官
費
訓
要
抄
」
等
に
見
え
て
い

る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
重
職
の
相
伝
と
い
う
事
実
は
、
当
然
、
医
家
と
し

て
の
家
柄
を
築
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
明
経
・
紀
伝
両
道
に
お
け
る
博
士
家
の
如

く
、
医
学
に
お
け
る
家
学
の
存
在
も
想
起
さ
れ
る
。

今
少
し
、
右
の
事
を
考
え
て
み
る
。
説
話
資
料
で
あ
る
が
、
「
統
古
事
談
第

五
　
諸
道
」
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
富
家
殿
灸
治
シ
給
ケ
ル
ニ
、
重
康
申
サ
ク
、
日
神
モ
ー
ニ
ア
リ
、
ヤ
キ
給
ベ

カ
ラ
ズ
。
コ
ノ
カ
ミ
忠
旗
印
サ
ク
、
内
モ
～
外
モ
ー
コ
ト
ナ
リ
。
国
書
明
堂

図
二
見
エ
ク
リ
。
外
モ
～
ハ
ゞ
カ
ル
ベ
シ
。
玉
岩
切
朗
、
マ
コ
ト
ニ
忠
康
が
・

申
ゴ
ト
シ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
重
康
ヲ
メ
サ
ズ
。
忠
康
ヤ
キ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
兄

弟
中
ア
シ
ク
シ
テ
ツ
ネ
ニ
カ
ー
ル
事
ア
リ
ケ
リ
。
忠
康
ハ
雅
忠
ガ
里
子
ニ
ハ

ア
ラ
ズ
。
上
野
守
良
基
が
子
也
。
雅
忠
オ
サ
ナ
ク
ヨ
リ
子
ニ
シ
テ
遺
ヲ
ツ
タ

へ
タ
ル
ナ
リ
。
暫
遺
ノ
諜
試
忠
康
マ
デ
シ
タ
リ
。
其
後
ス
ル
ヒ
ト
ナ
シ
。

（
続
群
書
類
従
　
巻
第
四
百
八
十
七
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
医
道
に
お
け
る
課
試
が
、
忠
康
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う

′
叫

の
は
、
つ
ま
り
、
合
や
式
に
定
め
ら
れ
た
課
試
が
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
の

は
、
忠
康
の
時
ま
で
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
資

料
が
説
話
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
史
実
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
か

否
か
は
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
令
や
式
に
定
め
ら
れ
た
課
試
が
、
平

安
時
代
の
後
半
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
を
推
測
し
て
も
差
支

え
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
医
道
の
職
を
丹
波
・
和
気
両
家
が
専
有
す
る
と

い
う
事
態
に
対
し
て
、
課
試
と
い
う
制
約
が
な
く
な
る
と
い
ケ
事
に
他
な
ら
な

い
。課

式
は
、
具
体
的
に
は
、
当
初
の
形
餞
心
が
医
疾
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
課

試
に
は
、
定
期
的
な
課
試
と
、
任
用
に
あ
た
っ
て
の
諜
武
と
を
定
め
、
大
学
生

の
例
に
準
ず
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
任
用
に
関
す
る
課
試
に
つ
い

て
は
、
五
畿
内
と
志
摩
・
伊
豆
・
飛
騨
・
佐
渡
・
隠
岐
・
淡
路
の
国
博
士
医
師

の
柵
任
に
つ
い
て
、
三
十
一
歳
以
上
の
者
で
、
試
験
に
及
第
し
な
い
も
の
は
、

白
読
の
み
の
諜
試
で
国
博
士
医
師
に
任
用
し
よ
う
と
し
、
類
聖
元
格
天
長
七
年
十
二
片



十
雷
付
太
政
官
府
一
端
は
、
非
受
業
の
医
師
の
任
用
は
中
止
さ
れ
た
も
の
の
、
珂
封

三
代
格
元
慶
七
年
十
月
廿
受
付
太
政
官
符
諸
国
の
博
士
・
医
師
に
つ
い
て
は
、
正
式
な
課

試
を
通
過
し
な
く
と
も
、
長
年
の
間
、
学
舎
に
苦
任
し
た
も
の
、
又
は
、
鴻
儒

名
医
の
子
孫
に
つ
．
い
て
は
、
特
に
権
任
に
栢
せ
ら
れ
る
と
い
う
規
定
が
設
定
さ

れ
る
翔
褒
三
代
格
覧
受
年
二
月
言
付
太
政
官
符
。
延
亭
式
に
お
い
て
は
、
謀
試
に
及
第
し

な
く
と
も
、
特
に
博
士
の
推
薦
の
あ
る
場
合
に
は
、
諸
国
の
博
士
・
医
師
と
な

り
得
る
規
定
と
な
る
4
右
の
諸
資
料
の
中
に
は
、
中
央
で
の
任
用
に
つ
い
て
触

れ
て
お
ら
ず
、
中
央
に
お
い
て
は
、
任
用
に
あ
た
り
課
試
が
行
わ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
諸
国
に
お
け
る
と
同
様
、
中
央
に
お
い
て
も
そ
の
規
定
が
次

第
に
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
推
測
す
る
に
難
て
な

い
。
そ
し
て
、
終
に
は
、
続
古
事
談
に
も
記
述
の
あ
る
如
く
、
課
試
す
ら
行
わ

れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
国
に
お
け
る
が
如
く
、
中
央
の
機
関
に
お

い
て
も
、
博
士
等
の
推
挙
に
よ
り
、
又
、
名
医
の
子
孫
と
い
う
こ
と
で
任
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
職
籍
そ
の
も
の
も
相
伝
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
医

道
の
家
柄
と
し
て
、
一
つ
の
家
が
専
ら
そ
の
職
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
生
じ
得

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
呈
す
る
情
況
は
、
大
学
寮
に
お
け
る
博
士
家
と
同

様
に
、
医
道
・
典
薬
寮
に
お
い
て
も
医
家
の
成
立
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

典
薬
寮
に
お
け
る
学
制
は
、
令
に
も
式
に
も
、
大
学
寮
に
お
け
る
学
制
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
に
類
似
し
た
情
況
で
変

化
し
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
典
薬
頭
・
施
薬
院
使
の
職
は
、
平
安
時
代
の
後
半
に
な
る
と
、
丹

波
・
和
気
の
両
家
に
専
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
両
家
の
系
図
を
辿
る

と
、
ノ
丹
波
家
で
は
、
康
瀬
が
針
博
士
・
医
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
和
気
家

で
は
、
時
雨
が
典
薬
頭
・
医
博
士
・
針
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
て
よ
り
、
代
々
医
道

の
重
職
が
相
伝
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
平
安
時
代
の
医
療
の
実
状

古
記
録
類
に
現
わ
れ
る
記
事
に
つ
い
て
、
医
家
の
学
的
な
動
向
・
情
勢
を
考

え
て
み
る
。

平
安
時
代
の
終
り
に
お
け
る
実
質
的
な
医
療
活
動
は
、
「
水
左
記
」
　
「
後
二

条
師
道
記
」
　
「
中
右
記
」
　
「
殿
暦
」
　
「
永
昌
記
」
　
「
雅
実
公
記
」
　
「
兵
範
記
」

「
台
記
」
　
「
山
根
記
」
　
「
玉
葉
」
　
「
書
記
」
等
の
公
家
の
日
記
の
中
に
多
数
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
は
、
こ
れ
を
措
き
、
学
問
的
な
こ
と
に
言
及
す
る
。

医
学
が
、
和
気
・
丹
波
両
家
の
相
伝
の
学
と
な
っ
た
情
況
に
つ
い
て
は
、
先
に

少
し
触
れ
た
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
平
安
時
代
の
末
に
は
医
学
の
形
骸
化
を
招

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
識
層
の
拡
大
に
よ
り
、
院
政
期

の
末
に
は
、
民
間
医
の
勢
力
の
伸
長
を
軍
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
「
玉

葉
」
に
は
、
鎮
西
医
僧
賢
障
房
軍
窒
票
月
胃
や
、
筑
紫
の
医
師
法
師
な
る
人

物
豊
五
品
二
月
十
六
。
、
大
和
国
医
師
更
元
三
雲
月
言
、
仏
厳
人
上
豊
二
品
六
月
廿
三

。
同
年
七
月
十
八
。
等
等
の
活
躍
の
記
事
が
あ
り
、
官
医
の
勢
力
に
対
す
る
民
間
医
の

勢
力
の
伸
長
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

官
医
学
は
、
平
安
時
代
末
に
は
形
骸
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、

丹
波
家
に
お
い
て
は
、
当
初
の
医
者
と
し
て
の
名
声
は
、
康
頬
が
医
心
方
三
十

巻
を
摂
述
し
た
こ
と
や
、
名
医
と
し
て
聞
こ
え
た
雅
忠
が
、
・
高
田
よ
り
医
人
を

申
請
さ
れ
た
の
に
対
し
て
そ
の
名
が
上
り
、
結
局
は
断
っ
た
と
い
う
事
件
水
左
妃

霊
岩
間
八
月
十
吾
・
周
＋
冒
思
三
。
・
誓
榔
談
・
ユ
即
妙
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
説
話

類
に
種
々
の
事
柄
が
残
さ
れ
る
な
ど
、
実
質
的
に
も
そ
の
医
者
と
し
て
の
能
力

が
充
実
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
学
問
的
に
も
実
力
の
あ
っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
。

官
医
内
部
に
お
い
て
は
和
気
・
丹
波
両
家
の
間
に
確
執
・
論
争
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
後
朱
雀
院
の
瘡
に
つ
い
て
、
時
の
典
薬
頗
和
気
相
成
と
丹
波
雅
忠
と



の
問
に
、
・
水
を
忌
む
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
意
見
の
対
立
が
あ
り
浣
古
郡
粧
、
仁

安
二
年
に
は
、
上
皇
の
か
ぶ
れ
に
つ
い
て
医
師
主
税
頭
丹
波
知
康
・
典
薬
頭
丹

波
重
成
・
施
薬
院
使
丹
波
意
基
・
釆
女
正
惟
宗
保
道
は
灸
治
す
べ
き
旨
を
撒

し
、
．
内
匠
頭
丹
波
乗
長
・
頂
部
正
和
気
定
成
は
壌
治
せ
ざ
る
べ
き
旨
を
奏
し
て

意
見
を
異
に
し
兵
笥
記
仁
繁
二
年
間
七
月
十
五
。
・
同
十
九
。
、
承
安
二
年
に
は
、
腰
上
背
骨

右
方
の
二
禁
に
つ
い
て
の
療
法
で
、
丹
波
窟
無
と
和
気
定
成
・
丹
波
詑
長
と
の

問
で
意
見
が
異
な
り
玉
禦
芸
二
g
。
九
月
世
。
、
安
元
二
年
に
は
、
丹
波
意
義
と
和
気

定
戊
と
の
間
に
、
針
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
芸
安
元
二
宰
大
元
廿
吉
、
又
、
法

皇
の
二
禁
に
つ
い
て
の
療
法
が
、
丹
絞
憲
韮
・
頼
某
と
和
気
定
戊
と
の
間
で
対

立
し
玉
芸
元
二
年
七
月
十
七
。
、
治
承
五
年
に
は
、
邦
銅
の
二
禁
の
治
療
の
次
算
に

つ
い
て
丹
波
意
基
と
和
気
定
成
と
の
問
で
意
見
を
異
に
し
て
い
る
玉
芸
禁
埠
二

月
廿
八
日
。
さ
ら
に
は
、
安
元
二
年
に
は
、
丹
波
窟
基
・
相
基
が
、
女
院
の
監
物

を
和
気
定
成
が
自
乗
治
療
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
効
果
の
現
わ
れ
な
い
こ

と
を
批
難
し
た
こ
と
が
あ
り
苗
紀
堂
元
二
竺
ハ
月
十
三
日
、
逆
に
、
和
気
定
成
の
認
言

に
よ
っ
て
丹
波
憲
某
が
瀾
茸
に
滑
れ
た
と
い
う
事
件
が
あ
り
玉
葉
案
毒
音
‡

日
・
田
丸
月
什
九
日
、
治
承
二
年
に
は
、
施
英
院
使
丹
波
和
基
の
補
任
に
あ
た
り
、

和
気
定
成
は
、
そ
の
子
定
長
を
施
薬
院
使
に
補
任
さ
る
べ
く
推
挙
し
た
が
、
結

果
的
に
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
も
あ
っ
た
玉
葉
至
雷
見
。
。
上
れ

ら
の
事
は
、
丹
波
・
和
気
両
家
間
の
政
治
的
な
確
執
で
あ
る
が
、
先
に
も
触
れ

た
如
く
、
療
治
に
対
す
る
意
見
の
対
立
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
対
立
が
、
単
に
個

人
間
の
問
題
を
は
な
れ
て
、
家
柄
と
い
う
束
縛
の
上
に
お
い
て
生
じ
た
と
も
理

解
さ
れ
る
。

さ
て
、
院
政
期
に
至
っ
て
は
、
医
道
の
要
職
は
、
丹
波
・
和
気
両
家
に
よ
り

専
ら
占
め
ら
れ
る
が
、
当
時
の
医
家
以
外
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
医
学
と
関
っ

て
い
た
の
か
を
考
え
て
み
る
。

例
え
ば
、
天
撃
一
年
移
点
の
医
心
方
は
、
．
そ
の
識
語
の
中
に
、
天
費
ュ
年
移

点
の
医
心
方
を
持
し
て
、
「
御
本
」
と
し
た
記
載
が
あ
を
女
、
・
後
年
、
′
正
親

町
天
皇
よ
り
和
気
氏
の
末
流
で
あ
る
半
井
家
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
事
実
か

ら
、
天
養
二
年
の
移
点
本
は
天
皇
家
か
、
．
又
は
皇
族
に
献
納
さ
れ
た
可
能
性
が

強
い
。
又
、
天
費
二
年
の
移
点
本
は
「
宇
治
木
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
移
点
本

で
あ
る
が
、
こ
の
宇
治
本
は
同
じ
く
天
黄
二
年
の
移
点
本
の
識
語
よ
り
、
藤
原

頼
長
の
所
蔵
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
天
養
二
年
移
点
の
医
心
方
に
関
係
す
る

だ
け
で
も
、
天
皇
家
又
は
虫
族
と
、
藤
原
頼
長
が
医
心
方
を
所
持
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
古
記
録
を
検
索
す
る
と
、

○
窟
基
持
釆
医
心
方
廿
八
巻
、
先
日
篤
加
口
下
給
也
玉
芸
聖
祭
互
諒

と
の
記
事
が
あ
り
、
又
、

○
近
日
従
唐
所
持
究
之
医
書
柁
院
倍
給
、
誠
有
興
事
也
、
摺
本
州
帖
忽
不
能
寄

留
、
依
捻
返
召
、
今
朝
可
返
出
之
由
殿
下
所
被
仰
也
、
尤
可
謂
秘
蔵
事
欺

中
右
記
一
花
永
元
年
二
月

等
の
記
事
が
あ
っ
て
、
医
書
が
、
医
家
の
手
に
の
み
で
は
な
く
、
か
な
り
一
般
l

的
な
人
物
の
間
に
も
普
通
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

は
、
書
物
の
み
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
藤
原
兼
実
が
、
丹
波
知
康
に
、
灸
治
の

口
伝
に
つ
い
て
問
う
た
り
薫
．
芸
安
芸
三
月
十
三
ミ
丹
波
憲
基
と
医
事
「
丹
参
香

功
能
文
」
に
つ
い
て
談
じ
た
り
京
芸
安
三
年
八
月
甘
苦
、
女
医
博
士
丹
波
経
基
に
、

眼
前
で
「
阿
梨
勒
散
」
を
調
合
さ
せ
て
そ
れ
を
習
得
し
よ
う
と
し
て
い
・
．
る

裏
芸
歪
冒
十
一
日
・
閲
十
三
日
。
又
、
丹
波
紆
基
を
招
じ
て
、
眼
前
で
医
書
を
薗

読
さ
せ
て
い
る
し
至
高
空
車
七
月
十
一
日
、
・
和
気
定
成
・
丹
波
窟
基
・
丹
波
頼
基

和
気
定
長
・
丹
波
知
康
に
命
じ
て
、
医
事
を
抄
出
さ
せ
て
い
る
玉
文
芸
五
望
月
九

日
。
こ
ケ
し
た
こ
と
か
ら
も
、
医
学
が
、
医
家
の
人
物
の
み
で
は
な
く
、
医
家

以
外
の
人
々
に
よ
っ
て
も
享
受
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
さ
ら
に
は
、
医
雷
に
つ



し
て
も
、
他
の
摸
糖
類
と
同
様
に
、
蛮
人
に
対
し
て
の
個
人
教
授
が
行
わ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
、
医
家
以
外
の
人
物

が
、
医
家
の
人
物
に
医
苔
を
講
読
さ
せ
た
り
、
医
書
の
抄
出
を
さ
せ
た
り
す
る

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
る
。

】
「
医
書
が
一
般
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
書
籍
の
目
録
類
の
中
に

医
雷
の
葦
名
を
多
数
認
め
る
こ
と
に
よ
て
も
裏
付
ら
れ
る
。
「
本
朝
書
籍
日

録
」
の
中
に
医
宙
と
し
て
、
大
同
顆
裏
方
・
控
摂
英
次
・
金
聞
方
・
掌
中
方
・

医
心
方
・
倭
名
本
草
・
難
経
開
委
・
集
注
大
素
・
費
生
抄
・
養
生
秘
の
書
名
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
通
窟
入
遺
蔵
音
目
録
」
に
は
、
病
源
論
・
大
槻
本
革
目

録
・
大
観
謂
類
本
葦
・
英
語
病
源
歌
・
合
薬
方
・
医
書
要
字
・
薬
種
略
決
・
要

薬
秘
方
．
・
本
革
和
名
・
応
験
如
神
方
・
宋
人
密
語
抄
・
隣
金
方
・
勝
金
方
目
録

等
の
医
古
の
雷
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
、
高
山
寺
蔵
の
「
禅
上
房
事
籍
欠

目
録
」
に
は
、

第
四
十
四
箱

古
文
孝
綴
一
巻
法
明
揖
　
官
位
一
官
　
住
究
l
巻

畳
字
集
一
巻
　
以
露
波
繹
一
帖
　
掌
中
要
法
一
巻

繹
家
税
吏
抄
一
巻

丹
家第

四
十
六
箱

銅
宗
大
字
唐
斑
五
帖

（
マ
†
）

薙
釈
字
鏡
一
β
上
却
下

本
草
和
名
二
帖
上
下
　
丹
家
　
腰
和
名
四
帖

諸
宗
郡
悶
集
一
帖
．

丹
波
抄
五
巻
混
雷
獣
㌶
舶
酎
瑠
柚
諸
派
賢
㌍
詣
款
譜
恕
盃
三
岩
月

と
あ
っ
て
、
他
の
撲
第
期
と
共
に
、
医
雷
の
音
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
上

の
如
く
、
書
籍
の
目
録
類
の
中
に
医
書
の
書
名
が
見
え
、
医
書
が
、
一
般
の
人

々
の
問
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
裏
付
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
医
療
の
密
誠

先
に
は
、
医
家
と
し
て
の
丹
波
・
和
気
両
家
の
様
相
を
見
た
が
、
家
説
の
存

在
と
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

家
説
の
存
在
は
、
古
記
録
に
、

○
忠
康
朝
臣
累
代
名
家
門
業
相
棒
水
雲
宗
思
円
年
間
八
月
五
日

○
何
況
家
々
説
々
不
同
、
古
来
腎
家
之
論
、
只
在
此
事
、
仇
一
人
之
抄
出
、
難

備
指
南
、
努
不
及
召
仰
也
、
（
玉
升
泊
承
五
望
月
十
五
日
）

等
と
あ
る
記
事
か
ら
も
、
平
安
時
代
後
半
に
は
家
説
が
存
在
し
、
相
伝
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
仁
和
寺
蔵
黄
市
内
経
太
素
の
奥
事
に
、

（
巻
第
廿
二
）

仁
安
三
年
四
月
十
四
日
以
同
本
書
之
　
丹
波
頼
基
」
　
（
別
空
『
移
粘
校
合
了
』

本
云
」
保
元
二
年
二
月
二
日
以
相
棒
本
校
合
移
鮎
窟
基
」
　
（
別
筆
別
紙
）
『
正
應

三
年
十
二
月
二
日
以
累
祖
侍
之
本
譜
合
了
」
施
薬
院
使
丹
波
長
光
（
花

押
）
』
」

と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
奥
恵
で
あ
る
が
、
仁
和
寺
蔵
黄
帝
内
経
明
堂
巻
第
一

（
乙
本
）
　
の
奥
書
に
、

本
云
」
永
仁
四
年
正
月
十
二
日
章
鴛
畢
」
同
廿
三
日
移
鮎
畢
」
同
年
二
月
二

日
移
朱
餌
畢
」
同
六
日
校
合
畢
」
散
位
丹
波
朝
臣
長
高
判
」
本
云
文
永
七
年

八
月
二
日
書
鴛
轟
」
同
十
日
移
翫
畢
」
同
十
六
日
移
朱
鈷
畢
」
同
廿
一
日
校

畢
」
故
位
丹
波
朝
臣
篤
基
判
」
本
云
」
軍
元
ミ
年
六
月
廿
二
日
以
相
侍
本
番

鴬
畢
」
本
云
」
建
暦
三
年
季
春
晦
日
以
相
侍
本
於
烙
下
青
了
」
同
年
四
且
四
日

国
時
於
北
封
朱
餌
畢
」
同
八
日
巾
剋
塁
鮎
井
一
校
了
」
建
暦
第
三
年
軽
質

5



廿
六
日
授
息
男
二
千
石
」
頼
委
了
判
」
受
底
訓
了
頼
委
」
寛
元
二
年
正
月
廿

五
日
授
息
男
光
基
已
詑
」
散
位
丹
波
朝
臣
判
」
受
訓
説
了
」
掟
侍
皆
丹
波
朝

臣
光
義
」
文
永
七
年
八
月
廿
五
日
以
訓
説
授
息
男
篤
基
了
」
主
税
頭
兼
罷
侍

圏
丹
波
朝
臣
判
」
受
底
訓
了
」
篤
基
判
」
永
仁
第
六
年
仲
夏
十
九
日
以
所
讃

了
」
秘
説
授
姉
男
　
長
高
了
」
員
外
暫
侍
丹
波
朝
臣
判
」
受
放
課
了
」
怯
侍

鰐
長
高
判
」
千
時
永
徳
三
年
十
月
八
日
事
究
畢
（
別
票
『
同
十
五
日
移
釦

早
」
同
廿
二
日
移
朱
鮎
畢
同
晦
日
一
校
了
」
千
時
永
徳
三
年
十
月
八
日
書
賃

率
」
東
方
生
凪
受
良
諭
辛
」
千
時
永
徳
三
年
十
月
八
日
寄
寓
轟
療
侍
圏
少
随
之

風
人
後
生
」
噴
少
陥
之
凪
少
空
風
血
凪
生
木
少
陽
之
完
生
葉
木
生
敵
失
こ
俄
草
大
蛇
判
別
」

黄
帝
日
東
方
生
風
夫
こ
培
庶
判
別
五
六
斯
位
神
居
東
方
存
春
應
永
第
十
暦
十
月
八
日
受

（
マ
マ
）

毘
了
」
脛
永
第
十
暦
十
月
八
日
受
蹟
設
』
　
（
以
下
紙
切
断
）

注
4

と
あ
り
、
相
伝
本
の
存
在
が
判
明
す
る
。
奥
雷
に
見
え
る
人
物
で
、
黄
帝
内
径

太
素
の
憲
基
・
頼
基
は
父
子
関
係
に
は
な
い
が
、
長
光
は
頼
基
直
系
の
孫
で
あ

る
。
黄
市
内
経
明
堂
（
乙
本
）
に
見
え
る
栢
季
・
光
韮
・
篤
基
・
長
高
は
父
子

で
あ
り
、
父
子
相
承
の
事
実
を
理
解
で
き
る
。
又
、
丹
波
家
に
お
け
る
家
説
の

存
在
も
理
解
さ
れ
、
少
な
く
と
も
、
鉦
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
家
説
と
し

て
、
訓
説
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。

注
5

和
気
家
に
お
い
て
も
、
前
田
家
蔵
黄
市
内
経
明
堂
巻
第
一
の
奥
書
、
江
戸
時

代
の
模
刻
本
美
本
千
金
方
の
奥
番
か
ら
（
後
掲
）
、
家
説
・
相
伝
本
の
存
在

と
、
相
伝
の
事
実
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
医
家
の
家
説
は
、
大
学
家
に
お
け
る
博
士
家
の
家
説
と
は
内
容
的
に

は
異
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
博
士
家
の
家
説
が
専
ら
、
漢
籍
を
訓

読
す
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
医
家
に
お
け

る
家
説
は
、
医
書
を
訓
読
す
る
場
合
の
訓
説
と
共
に
、
今
一
つ
、
療
法
等
の
具

体
的
な
診
療
に
関
す
る
家
説
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
医
学

が
、
技
術
学
的
側
面
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
当
然
の
事
と
も
言
え
る
が
、
訓

説
と
具
体
的
な
診
療
に
関
す
る
説
と
が
相
侯
っ
て
家
説
を
形
成
し
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
医
書
の
訓
読

先
に
は
、
医
家
の
成
立
と
家
説
の
存
在
・
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
こ
こ
で
は
、
医
家
に
お
け
る
学
説
を
具
体
的
に
示
す
と
こ
ろ
の
訓
点
資
料

に
お
け
る
訓
読
法
の
異
同
か
ら
家
説
の
存
在
を
今
一
度
裏
付
け
て
み
た
い
。

昏
陵
部
蔵
医
心
方
は
、
江
戸
時
代
の
模
写
本
で
は
あ
る
が
、
巻
第
八
に
付
載

さ
れ
た
奥
宙
に
、

天
養
二
年
二
月
以
宇
治
入
道
太
相
図
本
移
鮎
」

移
郡
小
円
記
藤
原
申
光
比
校
助
教
清
原
定
安
」
移
鮎
比
較
之
問
所
見
及
之
不
審
直
講

中
原
師
長
」
国
博
士
丹
波
知
康
重
成
等
相
共
合
田
家
本
早
」
文
殿
所
加
之

勘
物
師
長
以
墨
書
之
令
朱
合
郡
」

宇
治
本
」

初
下
郡
行
盛
期
臣
朱
品
持
空
似
亡
重
加
鮎
蓋
朝
臣
朱
餓
鮎
傲
字
動
物
又
以
来
鮎
句
千
倍
鮎

御
本
不
改
彼
横
合
移
（
下
棺
）
鮎
之
」

と
あ
り
、
天
養
二
年
の
移
点
本
を
底
本
と
し
た
忠
実
な
模
写
本
で
あ
る
。
成
賓

堂
文
庫
所
蔵
の
医
心
方
巻
第
廿
二
も
天
養
二
年
の
移
点
本
で
あ
る
が
、
右
の
奥

書
に
よ
れ
ば
、
一
次
点
を
紀
伝
道
の
博
士
家
・
藤
原
日
野
家
の
人
物
で
あ
る
藤

原
行
盛
が
加
点
し
、
そ
れ
に
対
し
て
二
次
点
を
医
家
　
丹
波
家
の
人
物
で
あ
る

丹
波
重
基
が
加
点
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
系
統
の
訓
点
は
、
そ
の
表
記

注
6

上
の
差
違
か
ら
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
訓
読
法
上
に
異
同
を
認
め
る
こ
と
が

注
一
′

で
き
る
。
天
春
本
医
心
方
の
訓
読
法
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
じ
た
事
が
あ
る
。

二
系
統
の
訓
読
法
の
異
同
は
、
例
え
ば
、



（
藤
原
行
盛
点
）

て

て

　

を

　

て

ヒ

　

セ

ヨ

①
煮
取
二
升
．
年
分
三
－
服
。

の
　
　
　
　
　
に
（
シ
）
て

◎
宵
脇
満
・
気
・
逆

※
カ
バ
キ
※
ム
カ
ッ
ク

干
囁
。て

※
オ
モ
ナ
ノ
丁
ブ
ラ
に
　
て

◎
焚
石
末
　
面
　
　
脂
　
和

（
丹
波
豆
基
点
）

て

煮
取
二
升
年
．
分
　
三
服
。
（
二
m
）

宵
脇
満
－
菊
逆
・
干
　
嘔
（
＋
九
5
2
9
）

オ
ク
ビ
ス
ル
と
（
き
）
は

焚
石
末
面
脂
和
（
五
5
0
3
）
　
（
※
印
付
庵
点
）

以
白
瓜
作
物
也

の
如
く
、
藤
原
行
盛
点
と
丹
波
重
基
点
と
で
は
、
文
脈
の
理
解
が
異
な
る
も
の

が
あ
る
。
①
は
語
序
の
異
同
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
処
方
・
薬
物
の
量
が
異
な

り
、
⑤
は
実
討
訓
の
異
同
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
症
状
が
異
な
る
。
◎
で

は
、
文
脈
・
語
の
理
解
の
異
同
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
用
い
る
薬
品
の
異

同
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
訓
読
法
上
の
異
同
は
、
診
療
・
処
方
そ
の
も
の
の

異
な
り
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
、

′
に
　
ル
　
　
　
　
　
キ
　
ヨ
レ
ソ

◎
蕩
中
加
附
子
一
枚
・
是
［
也
］
　
　
湯
中
加
附
子
一
枚
是
［
也
］
　
（
一
l
～
0
）

コ
レ
ナ
り

イ
ル
レ
ハ

◎
内
水
中
　
　
　
便
出
。
　
　
　
　
内
水
中
。
便
出
。
（
五
1
～
l
）

レ
ヨ

ハ
ナ
チ
ノ
ク
チ
ミ
Ⅰ
ヨ
り
ア
ユ
ル

⑥

胞

口

耳

　

　

　

　

　

錘

至

　

口

鐸

　

（

五

5

4

3

）

の
如
き
異
同
も
あ
り
、
こ
れ
は
、
文
脈
の
理
解
そ
の
も
の
の
問
題
で
な
く
、
訓

読
の
語
調
や
用
語
の
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
善
本
医
心
方
に
お
い
て
両
家
の
訓
読
法
に
異
同
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

今
一
つ
、
江
戸
時
代
の
枝
刻
本
で
、
天
保
三
年
の
肢
を
有
つ
夷
本
千
金
方
が

あ
る
一
。
・
こ
の
資
料
の
奥
書
は
、

正
和
四
年
四
月
十
九
日
以
家
秘
本
於
室
町
宿
所
寛
之
畢
」
同
五
月
五
日
應
票
（
朱

空
「
悶
八
日
失
黙
了
」
正
五
位
下
行
典
薬
膿
助
和
気
東
胡
臣
嗣
成
（
花
押
）
」
　
正
和

五
年
正
月
十
一
日
以
家
秘
詮
授
典
薬
餞
助
嗣
成
「
辛
」
三
三
三
十
三
散
位

（
花
押
）
」
園
墜
二
年
八
月
七
日
以
家
秘
誇
授
掟
女
陛
博
士
」
千
時
十
　
鰐
成

幸
」
正
四
位
下
行
典
薬
頚
兼
侍
胃
和
気
朝
臣
（
花
押
）
」
三
三
三
十
三
三
三

十
二
事
徳
四
年
五
月
十
九
日
放
紙
綬
垂
加
一
見
了
」
正
三
位
和
気
朝
臣
」

一
和
末
葉
明
孝
（
花
押
）
」
建
治
三
年
十
一
月
廿
三
日
以
家
秘
本
書
」
　
寛

之
畢
」
同
竺
ハ
日
票
※
（
朱
書
）
「
同
十
二
月
十
二
P
朱
鮎
了
」
同
十
三
日
一
校
戴
徒
五
位
上
行

麓
女
圏
博
士
和
束
朝
臣
仲
景
（
花
押
）
」
正
安
三
年
正
月
五
日
語
草
」
従
五
位

上
行
革
人
正
兼
砲
女
囚
博
士
和
気
朝
臣
弘
景
」
以
家
設
授
弘
景
辛
」
大
腿
櫓

大
夫
（
花
押
）
」
延
慶
二
幸
八
月
七
日
讃
畢
」
以
秘
説
授
音
成
幸
（
花
押
）

「
建
武
五
年
正
月
十
一
日
一
見
了
（
花
押
）
」
裸
應
三
年
九
月
廿
一
日
以
家

秘
」
詮
授
阪
古
丸
辛
」
大
野
令
」
康
正
年
式
年
六
月
十
七
日
以
虫
彿
次
一
見

了
」
正
三
位
和
気
朝
臣
」
永
正
元
年
仲
冬
廿
日
一
見
早
」
1
五
位
下
和
気
朝

臣
（
花
押
）
」
　
（
※
印
「
詑
」
）

天
正
三
年
三
月
二
日
一
見
了
　
和
末
葉
明
雅
（
花
押
）

と
あ
り
、
こ
の
真
木
千
金
方
が
和
気
家
の
訓
読
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
こ
の
異
本
千
金
方
は
、
医
心
方
巻
第
一
と
の
同
文
箇
所
を
有
す

る
も
の
で
、
天
養
本
医
心
方
巻
第
一
と
比
較
す
る
と
、
訓
読
法
に
異
同
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

（
真
木
千
金
方
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
医
心
方
）

て
　
ス
ク
ナ
キ
チ
「
　
チ
　
　
　
コ
リ
モ
　
　
　
と
　
　
　
　
て
　
　
　
ク
　
チ

⑦
伍
須
少
　
食
菜
［
於
］
薫
．
焉
任
。
　
偽
須
少
食
菜
。

下
　
l
t
　
レ

一

　

中

　

上

て

　

に

　

　

と

於
　
薬
．
焉
任
。

（

一

3

9

2

）

セ

ヨ

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

ヨ

◎
封
　
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
封
［
之
］
。

レ

エ
バ
カ
に
　
丁
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
一
ハ
カ
に

⑨
身
心
・
頓
　
　
悪
・
　
　
　
　
　
　
身
l
心
・
頓

（
一
5
柏
）

コ
・
タ
シ
ク

悪

・

（

一

1

0

2

）

は
　
つ
ト
く
ク
に
ヌ
ス
ミ
ス
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ク
ル
　
　
　
　
に
モ
ス
ツ

⑲
作
者
　
悉
　
盗
－
棄
之
。
　
　
　
　
作
者
・
悉
盗
乗
［
之
］
。
（
一
5
3
6
）

二
一

な
ど
の
異
同
で
あ
る
。
⑦
は
語
序
、
⑧
は
助
字
、
◎
は
実
詞
、
⑳
は
読
添
語
の



異
同
で
あ
る
が
、
⑦
は
、
文
脈
の
解
釈
が
異
な
り
、
．
◎
・
◎
・
⑬
は
、
訓
読
の

語
調
・
用
語
の
性
格
が
異
な
る
。

右
の
よ
う
に
、
異
本
千
金
方
と
天
養
本
匠
心
方
の
間
に
お
い
て
も
、
先
に
見

た
、
天
寿
本
医
心
方
に
お
け
る
藤
原
行
盛
の
訓
点
と
丹
波
重
基
の
訓
点
と
の
問

に
あ
る
訓
読
法
の
異
同
と
同
様
の
異
同
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
訓
読
法
上
の
異
同
は
、
医
家
の
家
説
の
異
同
の
反
映
に
他
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

以
上
、
会
・
式
を
は
じ
め
と
し
、
古
記
録
類
・
奥
書
を
援
用
し
て
、
医
家
の

成
立
と
、
家
説
の
存
在
・
そ
の
内
容
と
を
考
え
、
訓
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
法

に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
典
薬
安
に
お
け
る
学
制
は
、
大
学

寮
の
学
制
に
準
ず
る
形
で
存
在
し
た
こ
と
、
家
柄
と
し
て
の
医
家
の
存
在
と
家

説
の
存
在
、
医
書
の
訓
読
法
の
異
同
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
家
説
の
存
在
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
1
．
挑
裕
行
「
上
代
学
制
の
研
究
」
　
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
）
。

小
林
芳
規
「
毘
諸
相
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
（
昭
和
四
十
二
年

三
月
）
。

注
2
．
主
と
し
て
医
療
活
動
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
も
の
に

服
部
敏
良
「
奈
良
時
代
医
学
の
研
究
」
　
（
昭
和
二
十
年
七
月
）
、
「
平

安
時
代
医
学
の
研
究
」
　
（
昭
和
三
十
年
四
月
）
、
「
鎌
倉
時
代
医
学
史

の
研
究
」
　
（
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
）
。

が
あ
る
。
本
稿
も
、
こ
れ
に
依
る
所
が
大
で
あ
る
。

注
3
．
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
修
会
請
「
譜
国
史
大
系
・
合
義
解
」
　
（
昭

和
五
十
二
年
六
月
）
に
よ
る
。
以
下
の
．
「
延
古
式
」
∴
　
「
揖
琵
三
代

格
」
に
つ
い
て
も
「
柵
紺
国
史
大
系
」
に
よ
っ
た
。

注
4
．
吉
沢
義
則
「
国
語
説
鈴
」
　
（
昭
和
六
年
九
月
）
三
三
八
頁
よ
り
三
四
〇

五
。

中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
措
」
　
（
昭
昭
二
十
九
年

五
月
）
四
六
一
貢
よ
り
四
六
二
頁
。

右
の
二
窃
に
お
い
て
、
黄
市
内
経
太
素
に
つ
い
て
の
言
及
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
さ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
い
。

注
5
．
「
文
永
元
年
七
月
廿
三
日
於
仙
洞
局
瞥
以
累
葉
富
家
之
記
本
書
寛
詑
」

正
四
位
下
行
兵
挿
頭
兼
安
塾
介
和
気
朝
臣
（
種
成
花
押
）
　
『
一
校
了
』

（
七
行
級
）

同
九
月
九
日
戌
終
刻
於
芝
醐
移
出
了
種
成
』
弘
安
五
年
七
月
八
日
一
見

了
　
（
花
押
）
」
と
あ
る
。

注
6
．
藤
原
行
盛
が
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
と
塁
の
仮
名
を
加
点
し
、
こ
れ
に
対
し

て
、
丹
波
重
盗
は
、
朱
の
臆
点
を
付
し
、
又
、
朱
の
仮
名
・
ヲ
コ
ト
点

等
を
加
点
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
識
別
で
き
る
。
尚
、
天
養
本
医
心
方

に
は
、
緑
筆
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
緑
筆
の
点
は
丹
披

家
の
訓
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
7
．
拙
稿
「
書
陵
部
蔵
医
心
方
の
訓
法
－
助
字
の
訓
法
を
中
心
と
し
て
1
」

（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
紐
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
、
「
昏
陵
部

蔵
医
心
方
・
成
黄
堂
文
庫
蔵
医
心
方
に
お
け
る
付
訓
の
基
盤
－
・
和
名
類

緊
抄
・
本
草
和
名
と
の
比
較
を
通
し
て
－
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
心

第
三
輯
　
昭
和
五
十
五
年
三
月
）

［
付
記
］
　
本
稿
は
昭
和
五
十
四
年
度
提
出
の
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
御
指
導
戴
い
た
小
林
芳
規
先
生

に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
　
－
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－
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